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ション，高尾コレクションの偶蹄類化石の中に含まれる既

存の日本産化石シフゾウと異なる種類の存在を明らかに

し，中国･安陽から報告(TeilharddeChardinandYoung,

1936)されている化石種,EAzp〃""Js"ze"zies""猫とした．

そして大塚（1988）は備讃瀬戸産の山本コレクション中

のシカ類化石を検討しTokunagaetal． (1937) によって

QzZ)"0/zfs ""j"として記載されたものと,Otsuka and

Shikama (1977)によってE･"z"zziEs""zfsとして記載さ

れたものがシフゾウ属の同種であることを明らかにした．

その結果，現在のようなE妙吻""鱒蝿”鰯という分類が定

着した．ただし,TeirhardDeChardinandYoung(1936)

によって図示されたE. """ziEs""zfsの標本の中に,E

'"qy(ziに極めて類似したものがみられるので，再検討が必

要かもしれない．

マヤシフゾウの産出は西日本から東シナ海にかけての中

部更新統から知られている．瀬戸内海は中部更新統の脊椎

動物化石の多産地として知られているが， その群集の構成

要素の一つとしてマヤシフゾウが含まれる．九州近海では

長崎県五島列島近海の壇上諸島南西の海底からも角片が引

き上げられている (Nagasawa, 1965).

Otsuka(1977,1989andetc.)は瀬戸内海のシカ類動物

相についてまとめ，ナウマンゾウーマヤシフゾウ動物群を

提唱した(大塚， 1987)． これは長谷川が提唱したナウマン

ゾウーヤベオオツノジカ動物群(Hasegawa, 1972)との関

係が必ずしも明確ではない．

瀬戸内海のものは異なる時代のものの混在が予測される

ので，異なる地域から引き上げられた動物種に違いがある

ことを根拠に区別し,比較するのは慎重に行う必要がある．

E~"""はほとんど問題なくナウマンゾウを伴ってい

る． しかし，量的にはそれほど多い種類ではない．

はじめに

シフゾウは漢字では四不像と書く. これはこの動物の身

体的な4つの特徴を指摘したもので,｢蹄はウシに似てウシ

に非ず，頭はウマに似てウマに非ず，角はシカに似てシカ

に非ず，体はロバに似てロバに非ず」という，四つの動物

に似ているものの， そのどれでも無い， という伝説に基づ

いた名前である． シフゾウはシカ科の中では大型の部類に

入る動物である．

現在,シフゾウ属は1種1種(Ehzp/zz""s""""刀zfs)で

ある． この種はほとんど絶滅状態であったものが，飼育に

よって個体群が生存している例として有名であり，北緯23

度～40度の北東アジアに分布している.

シフゾウ属はEAzp""℃j火sとEJ"ﾉ""Ms (s.s.)の2亜

属に分けられており， 日本からも数種の化石シフゾウが知

られている(TokunagaandTakai, 1936;Otsuka, 1972;

OtsukaandHasegawa, 1976andetc.).

1998年，佐賀県に建設中の佐賀県立宇宙科学館の展示物

の一部に佐賀県産動物化石が加えられることとなった。 そ

してその中に佐賀県東松浦郡呼子町近海の海底から産出し

たマヤシフゾウを復元して展示することとなった．

本論では，そのために復元されたマヤシフゾウの頭部に

ついて簡単に報告を行うこととした．

マヤシフゾウについて

マヤシフゾウはTokunagaandTakai (1936)によって

記載されたシカ科の一種で，当初ノロジカ属の新種として

記載された．

その後,OtsukaandShikama (1977)は，国立科学博

物館に収蔵された瀬戸内海産脊椎動物化石の一大コレク
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側を対照に模型を作製し，頭部の両側の角を完成させたも

のである．

復元したものの写真を図2に示した．主ないくつかの計

測値は以下のとおりである．

マヤシフゾウの頭部復元

復元の元となった標本は佐賀大学文化教育学部地学教室

に所蔵されている東松浦郡呼子町地先の海底産の前頭骨を

伴った右角化石である(図1, c～e).角の形態用語につ

いては大塚(1988)のものを用いた．

この標本の前枝はほぼ完全であるが，後枝の大部分を欠

いている．前枝の先端に発達する側枝は基部が保存されて

いるだけであった．前枝の側枝は7つ確認できる． これら

は前枝の最も先端に発達する大きな3つの側枝に中程度の

大きさの1つの側枝が集まっている部分とそのやや下部に

発達する中程度の大きさの3つの側枝の集まっている部分

に分けられる．後枝の残存部は情報から見ると外後方に，

側面から見るとほぼ水平に延びる．欠損している後枝の参

考となる標本を探していたところ，小豆島周辺海域から収

集された標本（図1, a～b)の中に後枝の先端と考えら

れる適当な標本が見つかった．

この標本は佐賀県産のものよりも若干小さいが，側枝に

関してより詳細な形態を知ることができ，角の全体像を復

元するのには差し支えないと考え，ほとんど手を加えない

で両者を接合した．接合にあたっては,Otsuka (1989),

TeilharddeChardinandYoung(1936)などのシフゾウ

属の角の全体図を参考とした．前枝，後枝の側枝について

は柴川コレクションのものを参考に復元した．上記の2点

の化石はともに右の角である．そこで，左側については右

右前枝長

前枝最大幅

右後枝長

後枝最大幅

角座左右最大'隔

左右前枝のなす角度

第一分岐での前枝と後枝の角度

47cI11

72cI11

60cI11

92cI11

20cII1

98度

100度

ま と め

1．新たに建設されている佐賀県立宇宙科学館に展示する

ために，佐賀県東松浦郡呼子町近海産のマヤシフゾウ

E""z"秒鱈〃“嘘の右角化石をベースとして，瀬戸内海

産の後枝部分の化石で補うことにより，左右の角を復元

した．

2． 日本産化石シフゾウの角を3次元的に左右復元したの

は，本報告のものが初めてである．

3．分類についてはマヤシフゾウE"""邨応7"""とし

たが,TeilharddeChardinandYoung(1936)のE

772272zies"邦"sとの検討が必要であろう．

．C

図1 復元に使用した標本a-b
C－e

柴川コレクション標本(d.上面観e､下面観）
佐変大学標本(a.右側面観I).左側面観c,斜上面観）
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図2 復元されたマヤシフゾウ(E/ap加rusmaya/)の頭部a・前面観b,右側面観c,後面観d.上面観
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Abstract

ReconstructionoftheskullofMaya'sPereDavid'sdeerEJap伽γ"smayaj

YuiiTAKAKuwA',TamioNIsHIDA2andYoshikazuHAsEGAwA]

]G〃""”〃〃sg""ofMz"""j ノ五sわ”

2EtzγオルSc""ced"αγ"e"F""J"QfC"/加形"""E"""0",Stzgzz (加加"“41

Areconstructionoftheskullofthefossildeer,Maya's

PereDavid'sdeer,E/”ん"畑swzfZy",wasundertakenin

1998, foranewmuseumandexhibitioninSagaPrefec-

turalSpaceandScienceMuseum.

TheSagaUniversityspecimenwas the primary

sourceusedforthereconstruction・ Itwasoriginally

dredgedfromoffYobukoTown,SagaPrefecture. Itis

apartiallypreservedright antler (almost theentire

frontprong)withafrontalThemissingparts(mainly

theposteriorprong)werereconstructedfromspecimens

inMr. Shibakawa'scollection,whichwerecollected

fromSetolnlandSeabvfishermen.

Initially, therightsidewasreconstructed,followedby

the leftsidewhichwasmodeledonthereconstructed

rightside.

高乗祐司・長谷川善和

群馬県立自然史博物館：〒370-2345群馬県富岡市上黒岩l674-1

YujiTAKAKUWA,YoshikazLIHASEGAWA

GunmaMuseumofNaturalHistory: 16741,Kamikul-oiwa,Tomioka,Gunma, 370-2345, Japan

西田民雄

佐賀大学文化教育学部地学教室：〒8408502佐賀県佐賀市本庄町l

TamioNISHIDA

EarthSciencedepartment,FacultyofCultureandEducation,SagaUniversity: 1, IIonjo-machi,Sagacity,Saga､

840-8502, Japan


